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北陸テレコム懇談会長表彰を祝って  
 
                 総合情報処理センター長   吉村 忠与志 
 
高度情報化社会が、着実にその歩みを進めております。北陸地域においても例外ではありません。 
関係各位のご推挙により、平成 13 年度に、北陸テレコム懇談会会長より、本校より藤原正敏先生
が表彰されましたので、その昨今の様子を被表彰者（個人、団体）の活動を通して紹介します。 
北陸テレコム懇談会は、北陸地域の情報化、活性化に貢献することを目的として昭和６０年７月「高
度情報社会推進北陸会議」の名称で設立され、その後、平成２年７月に名称を「北陸テレコム懇談会」
と改称し、講演会・セミナーの開催、調査・研究活動、情報通信月間行事の実施など、広範な事業を
行っています。事務局は、総務省北陸通信局情報通信部電気通信事業課に置かれています。 
（平成１３年度：会長：山田圭藏 事務局：北陸総合通信局 会員数：１７３） 
平成１３年度の北陸テレコム懇談会定期総会は、ホリデイ・イン金沢３階ダイヤモンドルームにお
いて、７月２４日（火）午後１時３０分から開催され、平成１２年度事業報告をはじめ、北陸地域の
一層の情報化、活性化を推進するための平成１３年度事業計画等を審議がなされました。 
 次いで、懇談会事業の推進や北陸地域の情報化進展に貢献のあった個人及び団体に対して、北陸テ
レコム懇談会会長より表彰状が渡された。 
総会終了後、講師 西日本電信電話株式会社金沢支店長 坪内和人氏を招き、「ブロードバンド時
代に向けたＮＴＴの取組みについて」という演題で講演会が開催されました。 
本年度表彰された方々とその事績は、文末に資料に載せます。平成9年度～12年度は、被表彰者・
団体のみ示します。 
藤原先生については、事績を振り返ってみると、次の５つになるものと思います。 
１） 福井県学術情報ネットワーク協議会（FAIRｎｅｔ）における、福井大学、福井医大、福井県
立大学等の学術研究機関と協力しながら、学術情報ネットワーク（ＳＩＮＥＴ）の充実に貢献
してきた事。 
２） 陸地域情報ネットワーク協議会（ＦＩＴｎｅｔ）運営委員として、北陸地域の産官学の連携に
よる情報ネットワークの充実、普及活動に参加し、ＦＩＴｎｅｔの運営に積極的に発言してき
た事。 
３）武生市、今立町、鯖江市の地域情報化推進協議会の会長として、地域情報化への提言、テレト
ピア計画の実現への活動したこと。（付言すれば、その後、朝日町、丹南地域１１市町村全体
の地域情報化計画への提言などを行っている） 
４）高専における高度情報通信基盤の整備（略称「次世代情報インフラ整備」）のワーキンググル
ープ委員（他に、長岡高専 山崎先生、津山高専 岡田先生、群馬高専 室賀先生）と議論を
重ね、知恵を絞りながらとして、全国高専の情報環境の充実に向けて活動した事。 
この結果、ご存知のように、生越福井高専校長（高専協会会長）、群馬高専吉沢校長（高専情報処
理教育研究委員会委員長）はじめ多くの方々の見事な連携により、国立高等協会の重要課題と認め
られて、今年度の補正予算で、「学内ギガビット」と言う形で実現した。 
５）「高専における情報基礎教育の標準化に関する調査研究会」委員として、活動している事。 
すなわち、高専の「情報基礎」教育のあり方について、全国高専の関心をお持ちの先生方を巻
き込みながら議論をし、平成１５年度実施に向けて取り組んでいる活動に対して、評価してい
ただいた。 
 この表彰に対して、生越校長先生、武生市長はじめ一緒に活動してきた「次世代情報インフラ整備」）
のワーキンググループ委員の皆様、ＦＩＴｎｅｔの委員の皆様、情報通信分野で活躍中の卒業生、丹
南地域の地域情報化担当の皆様など多くの方々から祝意の言葉、電子メールが寄せられた。   
以下に、平成１３年度の表彰された個人、団体について示します。 
 表彰されたのが個人3人と３団体ですが、内３件が福井県関係ということを、大変うれしく思いま
した。 
                        北陸テレコム懇談会会長表彰（順不同）  
○個 人 
  ・山西 潤一（富山大学総合情報処理センター長） 
豊富な知識と経験に基づき、北陸経済連合会の基盤整備専門委員会の主査として、「北陸にお
ける次世代情報ネットワークの活用について」の報告書作成に尽力するとともに、要職にあっ
て、学会活動の他、講演会講師等を務め、次世代情報教育のあり方などの情報教育の啓発・普
及活動面において指導的役割を果たされ、北陸地域の情報化に寄与された功績  
  ・藤原 正敏（福井工業高等専門学校教授）  
学内外で長年にわたり、情報処理教育並びに研究教育情報ネットワークの整備・充実に携わ
るとともに、多忙の中を学識経験者として熱意を持って地域の情報化に指導的な役割を果た
された功績  
  ・石野 琇一 （尾張町商店街振興組合専務理事）  
地元商店街の活性化の手段として、いち早く情報通信に着目し、情報発信及び情報共有化のた
め無線ＬＡＮの構築に努められた。また、北陸ＩＴ推進連絡会に参画しユーザ代表としてＩＴ
化に対する助言を果たされた功績  
 ○団 体 
  ・福井県武生市  代表者 市長 三木 勅男  
丹南地域でいち早くケーブルテレビ事業に取り組み市内のケーブルテレビ整備に貢献し、平成
１２年１２月には市内全てがエリアとなり、これを活用してコミュニティチャンネルにより情
報提供に努めている。また、インターネットサービスにも着手し、放送と通信の融合に向けて
取り組むなど、情報通信の普及・発展に寄与しており、地域の情報通信の普及発展に多大な貢
献をされた功績  
  ・福井県南条町  代表者 町長 増澤 善和  
ＴＶ電波の谷間地域にあって、住民からの要望を的確に把握し、いち早くケーブルテレビ を
中山間地整備事業の中に取り込み、双方向通信も視野に入れ光ファイバー幹線の構築を終え、
更なる情報通信展開を企画するなど、地域の情報通信の普及・発展に多大な貢献をされた功績  
  ・石川県七尾市  代表者 市長 石垣 宏  
学校におけるインターネット利用の必要性に着目し、マルチメディア活用学校間連携推進事業
に積極的に取り組まれ、研究開発の推進に当たっては、「ななお地域推進会議」の中心として、
取りまとめに尽力されており、地域の情報通信の普及・発展に多大な貢献をされた功績 
 
平成１２年度 
○団 体 
・福井県丸岡町 代表者 町長 林田 恒正  
・株式会社エーアンドエス 代表者 代表取締役 三田村 浩實  
○個 人 
橋本 秀雄 （金沢大学工学部教授） 河合 成海（北陸電力株式会社経営企画部部長） 
数井 達夫 （日本放送協会福井放送局副局長） 
    釣見 安次 （前財団法人近畿移動無線センター北陸事務所長） 
平成１１年度 
○個 人 
飯島 泰裕 （金沢大学経済学部助教授） 
    竹内 与志浩（金沢市都市政策部高度情報化推進室長） 
○団 体 
富山商船高等専門学校 代表者  校長 吉田 卓也 
    金沢ケーブルテレビ放送株式会社 代表者 代表取締役社長 中村  豊 
 
平成１０年度 
○個 人 
小林 弘雄（日本エレクトロニクスサービス株式会社開発推進室顧問） 
○団 体 
財団法人 金沢市福祉サービス公社 代表者 理事長 寺西 博 
福井商工会議所 代表者 会頭  市橋 保 
 
平成 ９年度 
○個 人 
岩原 正吉（金沢大学工学部教授） 
○団 体 
敦賀市 代表者 市長 河瀬 一治 
    日本電信電話株式会社北陸支社  代表者 支社長 別所 義夫 
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